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課名
要領第２条（３）

対象事業名
箇所数

　　 ※事業完了後概ね５年が経過したものを対象に実施

（平成２８年度予算を繰越し、平成２９年度に完成した事業を含む）

　 　令和５年度簡易事後評価実施結果概要

砂防事業

　　　　　果等について説明を行います。

農地整備課 0

 　　　  「D」評価については必ず見直しを行い、委員会へ諮問する

2 0

道路事業

河川砂防課

7 0合計

1 0

0道路課

街路事業まちづくり課

2

C・D評価の
あった箇所数

　　　○  簡易事後評価を行った事業の中から、主な事業箇所の事業効

1農業農村整備事業

　　　○　平成23年度から、 それまでの事後評価の進め方を変更し、

　 　　  「簡易事後評価」の結果、「C」評価については見直しを検討、

　　　　  こととしています。

　　  ○  今回、下表のとおり、「C」「D」評価のあった事業はありま

　　　　  せんでした。事後評価結果は別添により報告します。

水産業強化支援事業 1 0水産課
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生活環境 自然環境 社会文化環境

国道207号 白石町深浦 現道拡幅
(深浦・百貫拡幅工区) 鹿島市井手 L＝2.5ｋｍ、W＝13.0（23.0）ｍ

H24再評価 H15～H25

完了 H15～H29

H24再評価 4,760,000

完了 4,847,320

■事業効果の発現状況・・・AA
○直接効果
　・４車線化により交通混雑が緩和されている。また、整備後は交通事故件数が大幅
　　に減少しており、通行の安全確保に大きく貢献している。
○波及効果等
　・近接する「原田跨線橋工区」との一体的な整備により、「鹿島バイパス」までの混雑が
　　緩和され人・物流の効率化や沿線利用の活性化、緊急輸送路の機能強化に大きく
　　貢献している。また、沿線に飲食店や家電量販店が出店し賑わいが生まれていると
　　の声があり、社会文化環境が改善している。

■事業による環境への評価
○生活環境・・・Ａ
　・４車線化により交通渋滞が緩和され、騒音や振動の低減したとの声があり、生活環境
　　が改善している。
　・渋滞回避のために生活道路へ流入していた通過交通が減少したとの声があり、生活
　　道路沿線の安全性が向上している。
○自然環境・・・Ｂ
　・自然環境に変化はないとの声があり、影響は見られない。
○社会文化環境・・・Ａ
　・道路拡幅により、交通混雑が解消し、交通事故件数も減少している。また、歩道
     も片側から両側となったことで安全に通行できるようになったとの声も挙がっている。

■施設の維持管理状況・・・Ｂ
　・杵藤土木事務所が計画的にパトロールを実施するなど、適切に維持管理を行って
　　おり、施設の機能が確保されている。
　
■地域住民等との関わり（県民の意見）・・・B
　・事業の効果について地元住民から改善等の要望はなく、歩行者や自転車が安全に
　　通行できる状況であり計画どおり利活用されている。
 
■改善措置の必要性・・・ＡA
　・直接的な事業効果に加え、生活道路へ流入していた通過交通が減少したことにより、
　　沿線集落内の環境が良くなっており、同種・同類事業の模範となる箇所である。

１
道路課

道路事業 道路整備交付金事業 AA
工期

事業費(千円)

○背景
　国道207号は佐賀市を起点として、鹿島市・諫
早市を経由して長崎県西彼杵郡時津町に至る
主要幹線道路であり、佐賀・長崎両県の産業、
経済、観光の広域交流を支える重要な路線であ
る。
　当該区間は、国道207号と国道444号の交通が
集中するため、交通量が約18,000台／日と多く、
慢性的に交通混雑が発生していた。また、有明
南小学校や有明中学校の通学路になっているも
のの、片側歩道で幅員も狭小であったため、円
滑で安全な通行に支障をきたしていた。
○目的
　国道444号との交差点である室島南交差点か
ら国道207号鹿島バイパスまでの2車線区間を4
車線化することで、交通混雑の緩和と交通安全
の向上を図るものである。

A B AABBA

令和５年度　簡易事後評価調書

番号
課名

要領第2条(3)
対象事業名 事業名

地区又は
箇所名

事業効果
(波及効果）
の発現状況

 事業による環境へ影響
施設の維持
管理状況

地域住民等
との関わり

所在地 事業量及び事業内容

評　　価　　項　　目

改善措置
の必要性

実施後

実施前

（事業実施前） （事業実施後）

様式①

至 江北町

国道207号

(原田跨線橋工区)
至 佐賀市

JR長崎本線

有明南小学校

有明中学校

文

至 太良町

国道207号

(深浦・百貫拡幅工区)

L=2.5km

室島南
文

百貫橋北

百貫橋南

国　　道

県　　道

凡　　　　例

出典：全国道路・街路交通情勢調査(室島南交差点～百貫橋南交差点

出典：交通事故・道路統合データベース
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生活環境 自然環境 社会文化環境

国道207号 白石町 踏切除却
(原田跨線橋工区) 坂田 L＝0.8ｋｍ、W＝6.5（12.5）ｍ

H24再評価 H10～H25

完了 H10～H28

H24再評価 4,000,000

完了 4,058,225

■事業効果の発現状況・・・AA
○直接効果
　・国道207号を高架橋で整備し、ＪＲ長崎本線の踏切を除却したことで、旅行速度の
　　上昇がみられ、交通の円滑化が図られた。また、整備後は交通事故件数が大幅
　　に減少しており、通行の安全確保に大きく貢献している。
○波及効果等
　・近接する「深浦・百貫拡幅工区」４車線化事業との一体的な整備により、当該区間
　　からの「鹿島バイパス」までの混雑が緩和され、人・物流の効率化や
　　緊急輸送路の機能強化に大きく貢献している。

■事業による環境への評価
○生活環境・・・A
　・踏切除却により交通渋滞が緩和され、騒音や振動が低減したとの声があり、生活
　　環境が改善している。
○自然環境・・・Ｂ
　・自然環境に変化はないとの声があり、影響は見られない。
○社会文化環境・・・A
　・踏切除去による交通の円滑化により、追突事故が大幅に減少しており、社会文化
　　環境が改善している。
　
■施設の維持管理状況・・・Ｂ
　・杵藤土木事務所が計画的にパトロールを実施するなど、適切に維持管理を行って
　　おり、施設の機能が確保されている。

■地域住民等との関わり（県民の意見）・・・Ｂ
  ・事業の効果について地元住民から改善等の要望はなく、歩行者や自転車が安全に
　　通行できる状況であり計画どおり利活用されている。

■改善措置の必要性・・・ＡA
　・直接的な事業効果に加え、遮断機や踏切を通過する車の騒音・振動がなくなり環境
　　が良くなっており、同種・同類事業の模範となる箇所である。

A

令和５年度　簡易事後評価調書

番号
課名

要領第2条(3)
対象事業名 事業名

地区又は
箇所名

事業効果
(波及効果）
の発現状況

 事業による環境へ影響
施設の維持
管理状況

地域住民等
との関わり

所在地 事業量及び事業内容

評　　価　　項　　目

改善措置
の必要性

１
道路課

道路事業 道路整備交付金事業 AA
工期

事業費(千円)

○背景
　国道207号は佐賀市を起点として、鹿島市・諫
早市を経由して長崎県西彼杵郡時津町に至る
主要幹線道路であり、佐賀・長崎両県の産業、
経済、観光の広域交流を支える重要な路線であ
る。
　当該区間は、ＪＲ長崎本線の原田踏切におい
て、踏切遮断による交通混雑や追突事故が発
生している。近隣には有明中学校や肥前竜王駅
があるが、歩道が未整備の区間があることか
ら、円滑で安全な通行に支障をきたしていた。

○目的
　国道207号の高架化によりＪＲ長崎本線の原田
踏切を除却し、交通混雑の緩和と交通安全の向
上を図るものである。

評　価　根　拠

A B AABB

実施後(高架部)

実施前

（事業実施前） （事業実施後）

様式①

出典：交通事故・道路統合データベース

至 佐賀市

JR長崎本線

肥前竜王駅

有明中学校
文

至 鹿島市

室島南

至 江北町

百貫橋北

国道207号

(深浦・百貫拡幅工区)

国道207号

(原田跨線橋工区)

L=0.8km

百貫橋南

原田踏切(撤去済)

国　　道

県　　道

凡　　　　例

出典：全国道路・街路交通情勢調査（肥前竜王駅停車場線～大町白石線間）
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生活環境 自然環境 社会文化環境

当初 H21～H27

完了 H21～H28

当初 426,000

完了 582,100

評　　価　　項　　目

河川
砂防課

砂防事業
砂防施設等整備交付
金（通常砂防）事業 A

事業効果
(波及効果）
の発現状況

 事業による環境へ影響
施設の維持
管理状況

地域住民等
との関わり

令和５年度　簡易事後評価調書

番号
課名

要領第2条(3)
対象事業名 事業名

地区又は
箇所名

A

所在地 事業量及び事業内容

A大杣
おおそま

川
がわ

唐津市浜玉町
はまたまちょう

平原
ひらばる

渓流保全工 L=460m
床固工 N=21基
函渠工 N=7基

■事業効果の発現状況・・・A
○直接効果
　渓流保全工の整備（完成）後、令和5年7月豪雨により近隣の今坂川第三
地区では、大規模な土石流が発生して甚大な被害を受けたが、当該渓流は
渓流保全工の整備により渓岸の浸食による土砂災害等はなく、下流の人家
保全が図られた。
　また、地域住民からは安心して暮らせるようになったとの声が寄せられており、
地域の安全・安心な暮らしの確保に大きく寄与している。

■事業による環境への評価
○生活環境・・・A
　流路工整備の結果、水路からの溢水が改善され、集落へ影響の心配が無くな
　り、生活環境が良くなった。地域からの苦情もない。
○自然環境・・・B
　自然環境への影響は見られず、地域からの苦情もない。
○社会文化環境・・・B
　社会文化環境への影響は見られず、地域からの苦情もない。
　（区長への聞取り）

■施設の維持管理状況・・・B
　唐津土木事務所で適切に維持管理を行っており、施設の機能が確保され
　ている。また、渓流保全工周辺の除草を地域で自主的に実施されている。

■地域住民等との関わり（県民の意見）・・・A
　地域住民と施設の配置計画、施工計画について事業計画段階から連携
を図っており、地域住民から、砂防施設が整備されたことで、安心して暮ら
せるようになったと声があっている。

■改善措置の必要性・・・A
　土砂堆積もなく渓流保全工の機能を保っており、事業の効果が発現できて
いる。
　直接的な事業効果に加え、地域社会の生活環境の向上に寄与するなど、
同種、同類事業の模範となる箇所である。

A B

改善措置
の必要性

BB
工期

事業費(千円)

○背景
　本渓流は唐津市浜玉町に位置する土石流危険渓
流であり、保全区域内には人家18戸、今坂公民館
（避難所）1棟、一般県道七山唐津線がある。
　流域には砂防堰堤は施工済みであるが、砂防堰
堤下流の渓流は転石もあり狭く荒廃が著しく、土砂
災害発生時には渓岸浸食により土石流等の恐れも
あり、集落及び周辺地域に大きな影響を与えること
が懸念されており、地域住民から一日も早い渓流保
全工の整備を望まれていた。

○目的
　渓流保全工を整備することにより、土石流等によ
る土砂災害から人命、財産を守る。

評　価　根　拠

様式①

（実施後）
（実施前）

大杣川

北
平原公民館

国道３２３号
（位置図）

今坂公民館

今坂川

大杣川

①
②

①

②

（実施前）

●

●

●

●

●

●
●

● ●
●

：渓流

：警戒区域

：渓流保全工

一般県道
七山唐津線

一般県道鳥巣浜崎停車場線

大杣川

今坂川

（実施後）
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生活環境 自然環境 社会文化環境

当初 H24～H28

完了 H24～H28

当初 180,000

完了 370,500

河川
砂防課

砂防事業
砂防施設等整備交付
金（通常砂防）事業 A砂防堰堤　1基、流路工　80.6ｍ鹿島市

か し ま し

山浦
や ま う ら

土
つち

穴
あな

川
かわ

■事業効果の発現状況・・・A
〇直接効果
　砂防堰堤の整備後、平成30年7月豪雨、令和元年佐賀豪雨、
令和3年8月豪雨、令和5年7月豪雨等が発生した。当該渓流での
土砂災害発生はなく、砂防堰堤の整備により下流の人家保全が
図られた。
　また、地域住民からは安心して暮らせるようになったとの声が寄
せられており、地域の安全・安心な暮らしの確保に大きく寄与して
いる。

■事業による環境への評価
○生活環境・・・A
　流路工整備の結果、水路の溢水が改善され、集落へ影響の心
配が無くなり、生活環境が良くなった。地域からの苦情もない。

○自然環境・・・B
・自然環境への影響は見られず、地域からの苦情もない。

○社会文化環境・・・B
　社会文化環境への影響は見られず、地域からの苦情もない。

■施設の維持管理状況・・・B
・杵藤土木事務所で適切に維持管理を行っており、施設の機能が確保されている、

■地域住民等との関わり（県民の意見）・・・A
・事業計画段階から地域住民と連携を図っており、砂防施設が整備されたことで、安心して暮らせるようになっ
たと声があっている。

■改善措置の必要性・・・A
・土砂捕捉容量も確保されており、改善の必要はなく、事業の効果が適切に発現されている。
・直接的な事業効果に加え、地域社会の生活環境の向上に寄与するなど、同種、同類事業の模範となる箇所
である。

工期

事業費(千円)

○背景
　土穴川は鹿島市山浦に位置する土石流危険渓流
であり、保全区域内には人家5戸、市道（土穴西三
河内線）、耕地がある。
　本渓流は急勾配で流域には風倒木による荒廃が
進んでおり、山腹及び渓床に転石が多数確認され、
土砂災害発生時には土石流が集落及び、周辺に大
きな影響を与えることが懸念された。また、地域住
民から一日も早い整備を望まれていた。
　
○目的
　砂防施設を整備することにより、土石流等による
土砂災害から人命。財産を守る。

評　価　根　拠

A B

令和５年度　簡易事後評価調書

番号
課名

要領第2条(3)
対象事業名 事業名

地区又は
箇所名

所在地 事業量及び事業内容

評　　価　　項　　目

改善措置
の必要性

AB A

事業効果
(波及効果）
の発現状況

 事業による環境へ影響
施設の維持
管理状況

地域住民等
との関わり

B

様式①

位置図

土穴川

国道207号（鹿島BP）

実施前実施前

実施後 堰堤前面実施後

実施後 堰堤背面

市道

土穴西三河内線：流域

：警戒区域

：堰堤

：流域

：警戒区域

：えん堤

実施後

砂防堰堤

●
●

●

●

●

北

流路工

えん堤
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